
サ
ン

介
護
新
聞

第１８９号
令和７年11月号

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証

を
一
体
化
し
た
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

を
活
用
し
、
救
急
業
務
の
迅
速

化
・
円
滑
化
を
図
る
「
マ
イ
ナ
救

急
」
の
仕
組
み
が
、
１
０
月
１
日
か

ら
全
国
の
消
防
本
部
で
導
入
さ
れ

る
。
救
急
現
場
で
患
者
本
人
が
受

診
歴
や
服
用
薬
な
ど
を
説
明
で
き

な
い
場
合
で
も
、
救
急
隊
員
が
マ

イ
ナ
保
険
証
を
読
み
取
る
こ
と
で
、

必
要
な
情
報
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
マ
イ
ナ
救
急
で
は
、
患
者

の
同
意
を
得
た
上
で
救
急
隊
員
が

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
使
い
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
読
み
取
る
こ
と
で
、

患
者
の
医
療
情
報
な
ど
を
照
会
で

き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
接

続
。
閲
覧
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
、

受
診
歴
の
あ
る
病
院
に
搬
送
し
た

り
、
搬
送
先
に
持
病
を
伝
え
て
受

け
入
れ
準
備
を
進
め
て
も
ら
っ
た

り
す
る
。
患
者
の
意
識
が
な
い
場

合
は
、
例
外
的
に
同
意
な
し
で
閲

覧
で
き
る
。

関
西
広
域
連
合
と
東
京
都
、
長
崎
県
の
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
計
１
０
機
が
１
０
～
１
２
月
、

順
次
運
航
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
分
か

る
。
運
航
を
受
託
す
る
学
校
法
人
ヒ
ラ
タ

学
園
（
堺
市
）
が
明
ら
か
に
す
る
。
整
備
士

不
足
が
原
因
で
、
７
～
８
月
も
同
様
の
理

由
で
休
止
し
て
い
た
。
ヒ
ラ
タ
学
園
や
関

西
広
域
連
合
に
よ
る
と
、
大
阪
や
和
歌
山
、

兵
庫
な
ど
関
西
を
中
心
と
し
た
１
府
６

県
の
病
院
を
拠
点
と
す
る
８
機
は
、
１
０

月
に
そ
れ
ぞ
れ
４
～
６
日
間
休
止
に
。
１

１
～
１
２
月
の
休
止
期
間
は
調
整
中
。
東

京
都
や
長
崎
県
で
も
１
０
月
に
６
日
間

休
止
す
る
。
多
く
の
離
島
や
半
島
が
あ
る

長
崎
県
は
、
休
止
期
間
は
県
防
災
ヘ
リ
や

佐
賀
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
応
援
で
カ

バ
ー
す
る
と
し
て
い
る
。

今月の１枚

「さざんか」

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
再
び
運
航
休
止

医
療
費
軽
減
終
了
「理
解
を
」

今
年
度
に
介
護
福
祉
士
の
養
成

校
に
入
学
し
た
人
の
う
ち
、
外
国

人
留
学
生
が
初
め
て
半
数
を
超

え
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
今

年
度
の
外
国
人
留
学
生
の
入
学

者
数
は
４
５
３
２
人
、
前
年
度
か

ら
９
４
３
人
（
２
６
．
３
％
）
増
加
。

全
体
の
入
学
者
数
も
７
９
７
０
人

と
、
前
年
度
か
ら
５
８
４
人
（
７
．

９
％
）
増
加
。
外
国
人
留
学
生
が

全
体
を
押
し
上
げ
た
形
だ
。
介
護

福
祉
士
は
現
場
を
支
え
る
中
核

的
な
人
材
だ
が
、
介
護
現
場
で
研

鑽
を
積
む
「実
務
経
験
ル
ー
ト
」で

資
格
を
取
る
人
が
多
く
、
大
学
や

専
門
学
校
に
通
う
「
養
成
校
ル
ー

ト
」
は
人
気
が
低
い
。
外
国
人
留

学
生
の
存
在
感
は
年
々
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
養
成
校
の
経
営
を

左
右
す
る
ほ
ど
の
影
響
力
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
養
成
校

ル
ー
ト
」
を
め
ぐ
っ
て
は
現
在
、
国

家
試
験
の
合
格
を
必
ず
し
も
必
須

求人のお知らせ
当社では新しい仲間を募集しています。

詳しくはQRコードをチェック！

厚
労
相
は
一
定
の
所
得
が
あ
る
７
５
歳

以
上
の
外
来
医
療
費
を
軽
減
し
て
き
た

配
慮
措
置
が
９
月
末
で
終
了
す
る
こ
と

に
理
解
を
求
め
る
。
「
周
知
を
進
め
、
混

乱
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
述
べ

た
。
１
０
月
か
ら
７
５
歳
以
上
の
う
ち

推
計
約
３
１
０
万
人
の
窓
口
負
担
が
増

え
る
。
「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
の
一
環

だ
と
説
明
。
今
後
も
、
現
役
世
代
の
負

担
軽
減
な
ど
「
増
大
す
る
医
療
費
を
ど

う
や
っ
て
分
か
ち
合
っ
て
い
く
か
議
論

を
進
め
た
い
」と
語
る
。
２
０
２
２
年
１

０
月
に
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
の
窓
口

負
担
（原
則
１
割
）を
２
割
に
引
き
上
げ

た
際
３
年
間
の
配
慮
措
置
を
設
け
た
。

厚
労
省
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で

訪
問
看
護
を
過
剰
に
提
供
す
る
事
業

者
へ
の
規
制
を
強
化
す
る
方
針
を
明
ら

か
に
す
る
。
ホ
ス
ピ
ス
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
入
居
者
ら
を
対
象
に
、
一
部

の
事
業
者
に
よ
る
不
正
な
診
療
報
酬
請

求
の
横
行
が
疑
わ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

２
０
２
６
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
、

主
治
医
が
指
示
書
に
必
要
性
を
明
記

し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
頻
繁
な
提
供

を
認
め
る
方
向
。
高
齢
者
向
け
集
合
住

宅
に
併
設
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
中
に
は
、
多
く
の
入
居
者
に
対
す
る

頻
繁
な
短
時
間
訪
問
や
、
早
朝
・
夜
間

の
実
施
に
よ
っ
て
報
酬
が
高
額
に
な
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。

介
護
福
祉
士
養
成
校
の
入
学
者
、
外
国
人
が
初
め
て
半
数
超

「マ
イ
ナ
救
急
」１
０
月
か
ら
全
国
で

健
保
組
合
４
７
．
９
％
が
赤
字

と
し
な
い
経
過
措
置
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
終
了
期
限
が
来

年
度
末
に
迫
る
な
か
、
厚
労
省
は

廃
止
か
延
長
か
の
判
断
を
今
冬

に
も
下
す
構
え
を
み
せ
、
専
門
委

員
会
で
議
論
を
続
け
て
い
る
。
資

格
の
価
値
・信
頼
性
を
重
視
す
る

声
と
、
人
材
確
保
を
優
先
す
べ
き

と
の
声
が
対
立
し
て
お
り
、
そ
の

行
方
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

24
年
度
介
護
費
用
11.

9
兆
円
高
齢
化
で
最
多

２
０
２
４
年
度
の
介
護
費
用
は
１
１
兆
９

３
８
１
億
円
で
過
去
最
多
を
更
新
。
前
年

度
比
３
．
７
％
増
。
高
齢
化
に
よ
る
利
用
者

の
増
加
や
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
が
受

け
取
る
介
護
報
酬
が
２
４
年
度
に
プ
ラ
ス

改
定
さ
れ
た
こ
と
も
押
し
上
げ
要
因
と
な

る
。
集
計
を
始
め
た
０
１
年
度
の
４
兆
３

７
８
２
億
円
か
ら
約
２
．
７
倍
に
膨
ら
む
。

要
介
護
認
定
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
分
は
１

１
兆
６
１
７
９
億
円
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

分
は
３
２
０
２
億
円
。
利
用
者
数
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
前
年
度
比
１
．
１
％
増
の
５
７

３
万
１
１
０
０
人
だ
っ
た
。

サンメディカルの
取り組み紹介！

当社では、訪問時の
透明性を図る目的で
スマートフォンを使用
し、訪問時間・場所の管理をし
ています。施術者は患者様の目
の前で「施術開始」と「施術終
了」の操作を行っております。

過
剰
訪
問
看
護
の
規
制
強
化

大
企
業
の
社
員
ら
が
加
入
す
る
全
国

１
３
７
８
健
康
保
険
組
合
の
２
０
２

５
年
度
決
算
見
込
み
で
、
４
７
．
９
％

に
当
た
る
６
６
０
組
合
が
赤
字
と
な

る
。
高
齢
者
医
療
を
支
援
す
る
た
め

の
拠
出
額
が
伸
び
た
こ
と
が
影
響
す

る
。
前
年
度
の
５
２
．
６
％
か
ら
は
改

善
し
た
、
と
健
康
保
険
組
合
の
全
国

組
織
、
健
康
保
険
組
合
連
合
会
（
健

保
連
）
が
発
表
し
た
。
全
体
の
収
支

は
、
賃
上
げ
で
保
険
料
収
入
が
増
え

た
た
め
１
４
５
億
円
の
黒
字
だ
っ
た
。

黒
字
は
２
年
ぶ
り
。
平
均
保
険
料
率

は
月
収
の
９
．
３
１
％
。
前
年
度
か
ら

０
．
０
４
ポ
イ
ン
ト
上
が
り
過
去
最

高
に
な
っ
た
。
保
険
料
率
を
引
き
上

げ
た
の
は
１
４
７
組
合
だ
っ
た
。
公

的
医
療
保
険
制
度
を
支
え
る
現
役
世

代
の
負
担
感
が
強
ま
っ
て
い
る
。
決

算
見
込
み
に
よ
る
と
、
経
常
収
入
は

９
兆
２
６
７
７
億
円
と
な
り
、
前
年

度
か
ら
４
．
９
％
増
え
る
。
経
常
支

出
は
３
．
２
％
増
の
９
兆
２
５
３
１

億
円
。
こ
の
う
ち
、
高
齢
者
医
療
へ
の

拠
出
は
５
．
７
％
増
の
３
兆
８
５
９

１
億
円
と
４
０
％
余
り
を
占
め
る
。

加
入
者
の
医
療
費
支
払
い
に
充
て
た

保
険
給
付
費
は
１
．
３
％
増
の
４
兆

７
９
２
５
億
円
と
し
た
。
全
国
の
健

保
組
合
に
は
、
大
企
業
の
社
員
や
家

族
約
２
８
０
０
万
人
が
加
入
す
る
。
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サン介護マッサージ営業部

（コールセンター）

046-401-1580

営業所 秦野・平塚・厚木・相模原・藤沢・横浜・川崎・大和横浜・横浜南・沖縄

秋は空気が乾燥し始め、気温差で体が疲れやすくなります。粘膜や腸が弱ると、風邪・感染症にかか
りやすくなります。だからこそ「乾燥対策」と「腸活」で免疫の土台を整えるのがポイント！

【効能】
咳 （咳止め）
喘息
呼吸困難
口の渇き

•生姜入り根菜スープ＋納豆ご飯
＊体を温めながら腸を整える（冷え防止＋免疫強化）

•サツマイモの炊き込みご飯＋味噌汁

＊食物繊維＆発酵食品のダブル腸活（腸内バランス改善）
•きのこと豆腐のあんかけ＋柿ヨーグルト
＊乾燥対策とビタミン補給（粘膜強化＋美肌維持）

秋のケアの重要性

乾燥対策① 〜粘膜を守る〜

室内湿度を保つ 加湿器・濡れタオルで50〜60％維持 粘膜の乾燥防止

ビタミン補給 ニンジン・みかん・ほうれん草 粘膜の再生を助ける

のど・鼻を潤す こまめな水分補給、のど飴、マスク ウイルスの侵入を防ぐ

★ワンポイント：「のどが乾く前に一口飲む」が大事！

おすすめの飲み物

入浴後に保湿クリームで肌バリアをし、エアコン使用時は湿度チェックを忘れずに！
植物・加湿器で自然な潤い空間を作りましょう！

腸活のすすめ 〜免疫の7割は腸に〜

体を温める 生姜入りスープ・腹巻き 腸の動きを促進

食物繊維をとる サツマイモ・レンコン・キノコ 腸の掃除・血糖安定

発酵食品を毎日 納豆・味噌・ヨーグルト・ぬか漬け 善玉菌を増やす

◎のど・肌・室内を潤す

◎発酵食品と根菜で腸を整える

◎朝日とお風呂で自律神経を整える

「秋のケアが冬の健康を決める」

乾燥対策② 〜肌と環境もケア〜

★おススメのツボ

朝の味噌汁
＋夜のスープ
習慣が最強！

「秋」から始める！乾燥対策と腸活で冬に負けない体づくり

簡単おすすめ 冬レシピ

まとめ 〜秋から冬へ、家族で免疫準備〜

尺沢（しゃくたく）

・白湯（内臓を温め、代謝をサポート）

・生姜紅茶（冷え対策＆抗菌効果）
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